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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
一
九
四
五
年
三
月
十
日
の
東
京
大
空
襲
に
つ
い
て
の
福
田
内
閣
の
認
識
等
に
関
す
る
再

質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
東
京
大
空
襲
以
外
に
、
当
時
、
名
古
屋
、
大
阪
に
対
し
て
行
わ
れ
た
同
様
の
攻
撃
が
含
ま
れ
て
い
た
。

二
か
ら
四
ま
で
に
つ
い
て

先
の
大
戦
後
に
、
御
指
摘
の
東
京
大
空
襲
に
つ
い
て
米
国
政
府
に
直
接
抗
議
を
行
っ
た
こ
と
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、

他
方
、
戦
後
六
十
年
以
上
を
経
た
現
時
点
に
お
い
て
米
国
に
対
し
抗
議
を
行
う
よ
り
も
、
政
府
と
し
て
は
、
我
が
国
と
し
て

の
体
験
及
び
戦
後
の
歩
み
等
を
踏
ま
え
、
今
後
も
、
世
界
の
平
和
と
繁
栄
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

五
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
年
三
月
十
八
日
内
閣
衆
質
一
六
九
第
一
五
九
号
）
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
政
府
と
し

て
は
、
内
地
に
お
け
る
戦
災
死
没
者
を
も
含
む
今
次
の
大
戦
に
お
け
る
全
戦
没
者
に
対
し
、
国
を
挙
げ
て
追
悼
の
誠
を
さ
さ

げ
る
た
め
、
毎
年
八
月
十
五
日
に
政
府
主
催
に
よ
り
全
国
戦
没
者
追
悼
式
を
実
施
し
て
お
り
、
御
指
摘
の
慰
霊
祭
等
を
行
う

考
え
は
な
い
。

一



な
お
、
全
国
の
戦
災
都
市
で
構
成
さ
れ
る
財
団
法
人
太
平
洋
戦
全
国
空
爆
犠
牲
者
慰
霊
協
会
及
び
社
団
法
人
日
本
戦
災
遺

族
会
の
共
催
に
よ
り
、
毎
年
十
月
二
十
六
日
に
「
太
平
洋
戦
全
国
空
爆
犠
牲
者
追
悼
平
和
祈
念
式
」
が
行
わ
れ
て
お
り
、
政

府
代
表
も
参
列
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二


